
条

約

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
三
条

条
約
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条

こ
の
条
約
の
締
約
国
を
も
つ
て
、
機
関
の
加
盟
国
と
す
る
。

第
四
条

条
約
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

機
関
に
は
、
次
の
内
部
機
関
を
置
く
。

⒜

総
会

⒝

理
事
会

⒞

財
政
委
員
会

⒟

事
務
局

⒠

補
助
機
関

第
五
条

条
約
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

⒜

総
会
は
、
基
本
的
な
内
部
機
関
で
あ
つ
て
、
こ
の
条
約
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
又
は
総
会
が
他
の
内
部
機

関
に
委
任
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
機
関
の
す
べ
て
の
権
限
を
有
す
る
。

⒝

総
会
は
、
す
べ
て
の
加
盟
国
で
構
成
す
る
。

⒞

総
会
は
、
三
年
ご
と
に
通
常
会
合
を
開
催
す
る
。
総
会
は
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
国
、
理
事
会
又
は
事
務
局
長
の

要
請
に
よ
り
、
加
盟
国
の
過
半
数
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、臨
時
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒟

総
会
の
会
合
の
定
足
数
は
、
加
盟
国
の
過
半
数
と
す
る
。

⒠

総
会
の
任
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

議
長
及
び
副
議
長
を
選
出
す
る
こ
と
。

総
会
、
理
事
会
、
財
政
委
員
会
及
び
補
助
機
関
の
手
続
規
則
を
定
め
る
こ
と
。

一
般
規
則
に
従
つ
て
、
事
務
局
長
及
び
部
長
を
選
出
し
、
並
び
に
そ
の
勤
務
条
件
を
定
め
る
こ
と
。

補
助
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。

機
関
の
全
般
的
な
政
策
、
戦
略
及
び
事
業
計
画
を
決
定
す
る
こ
と
。

理
事
会
が
総
会
に
提
出
し
た
報
告
を
検
討
す
る
こ
と
。

加
盟
国
、
理
事
会
又
は
事
務
局
長
が
総
会
に
提
出
し
た
意
見
及
び
勧
告
を
検
討
す
る
こ
と
。

加
盟
国
、
理
事
会
又
は
事
務
局
長
が
総
会
に
提
出
し
た
提
案
を
決
定
す
る
こ
と
。

支
出
を
検
査
し
、
決
算
報
告
を
承
認
し
、
及
び
機
関
の
財
政
上
の
措
置
を
決
定
す
る
こ
と
。

機
関
の
三
年
ご
と
の
予
算
を
承
認
す
る
こ
と
。

実
務
上
の
業
務
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
。

機
関
の
権
限
内
の
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
。

適
当
か
つ
必
要
な
場
合
に
は
、
理
事
会
に
任
務
の
遂
行
を
委
任
す
る
こ
と
。

第
六
条

条
約
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

⒜

加
盟
国
の
四
分
の
一
（
そ
の
三
分
の
二
は
地
域
的
代
表
を
基
礎
と
し
て
議
席
を
有
し
、
残
余
の
三
分
の
一
は
一

般
規
則
に
定
め
る
水
路
業
務
に
係
る
利
害
関
係
を
基
礎
と
し
て
議
席
を
有
す
る
も
の
と
し
、
三
十
の
国
を
下
回
つ

て
は
な
ら
な
い
。）は
、
理
事
会
に
議
席
を
有
す
る
。

⒝

理
事
会
の
構
成
に
関
す
る
原
則
は
、
一
般
規
則
で
定
め
る
。

⒞

理
事
会
の
構
成
国
の
任
期
は
、
総
会
の
次
の
通
常
会
合
が
終
了
す
る
時
ま
で
と
す
る
。

⒟

理
事
会
の
定
足
数
は
、
構
成
国
の
三
分
の
二
と
す
る
。

⒠

理
事
会
は
、
少
な
く
と
も
年
一
回
会
合
す
る
。

⒡

理
事
会
の
構
成
国
以
外
の
加
盟
国
は
、
理
事
会
の
会
合
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、投
票
権
を
有
し
な
い
。

国
際
水
路
機
関
条
約
の
改
正
議
定
書
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
十
五
号

国
際
水
路
機
関
条
約
の
改
正
議
定
書

国
際
水
路
機
関
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条

条
約
前
文
中
「
こ
の
条
約
の
締
約
政
府
」
を
「
こ
の
条
約
の
締
約
国
」
に
改
め
る
。

条
約
前
文
に
第
二
段
落
か
ら
第
四
段
落
ま
で
と
し
て
次
の
三
段
落
を
加
え
る
。

国
際
水
路
機
関
が
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
権
限
の
あ
る
国
際
機
関
で
あ
つ
て
、
水
路
に

関
す
る
資
料
の
作
成
及
び
水
路
業
務
の
提
供
に
関
す
る
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
世
界
的
規
模
で
調
整
し
、
並
び
に
各

国
の
水
路
業
務
に
関
連
す
る
能
力
の
形
成
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

国
際
水
路
機
関
が
、
海
上
に
お
け
る
安
全
及
び
効
率
を
促
進
す
る
た
め
す
べ
て
の
沿
岸
国
及
び
利
害
関
係
国
が
積

極
的
に
関
与
し
、
並
び
に
海
洋
環
境
の
保
護
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
支
援
す
る
権
威
の
あ
る
世
界
的
な
水
路
機
関

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

国
際
水
路
機
関
の
任
務
は
、
各
国
が
適
切
か
つ
時
宜
を
得
た
水
路
に
関
す
る
資
料
、成
果
物
及
び
業
務
を
提
供
し
、

並
び
に
こ
れ
ら
の
で
き
る
限
り
広
範
な
利
用
を
確
保
す
る
よ
う
な
世
界
的
な
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
し
、第

二
条

条
約
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条

機
関
は
、
諮
問
的
か
つ
技
術
的
な
性
格
を
有
す
る
。
機
関
は
、
次
の
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⒜

航
行
の
安
全
そ
の
他
海
事
に
関
す
る
す
べ
て
の
目
的
の
た
め
に
水
路
業
務
の
利
用
を
促
進
し
、
及
び
水
路
業

務
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
を
世
界
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

⒝

水
路
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
情
報
、
成
果
物
及
び
業
務
に
つ
い
て
、
世
界
的
規
模
で
、
そ
の
対
象
と
な
る
範
囲

を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
利
用
可
能
性
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
質
を
向
上
さ
せ
、及
び
そ
の
利
用
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

⒞

水
路
業
務
に
関
連
す
る
能
力
、
訓
練
、
科
学
及
び
技
術
を
世
界
的
規
模
で
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

⒟

水
路
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
情
報
、
成
果
物
、
業
務
及
び
技
術
に
関
す
る
国
際
基
準
を
確
立
し
、
そ
の
発
展
を

促
進
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
基
準
の
使
用
に
関
し
て
最
大
限
の
統
一
を
達
成
す
る
こ
と
。

⒠

各
国
及
び
国
際
機
関
に
対
し
、
水
路
業
務
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
権
威
の
あ
る
、
か
つ
、
時

宜
を
得
た
指
導
を
行
う
こ
と
。

⒡

加
盟
国
間
の
水
路
業
務
に
関
す
る
活
動
の
調
整
を
促
進
す
る
こ
と
。

⒢

各
国
間
の
水
路
業
務
に
関
す
る
活
動
の
地
域
的
な
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
。


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